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Vol.9
Charlie Christian 【チャーリー・クリスチャン】

～モダン ・ジャズ ・ギターの開祖～

I am Jazz! （ジャズ ・スーパー列伝）

Profile

1916年7月29日、米国テキサス州ボーナム生まれ。本名はCharles Henry Christian。トランペッターの父、ピアニストの母、

兄弟も皆ミュージシャンという音楽一家の中で幼少期を過ごす。 父親の影響で最初にトランペットを始めるが、 後にギターと

ベースを弾き始め、やがてギター 1本に絞る。 36年頃から本格的にエレクトリック・ギターを手にし、エディ・ダーハムに師事。

30年代後半には、 アルフォゾ ・ トレントやジター ・ ピラーズのオーケストラで活躍し、 アメリカ中西部で徐々に頭角を現す。

その後、 音楽評論家でありベニー・グッドマンの相談役でもあったジョン・ハモンドに認められ、 39年にベニー・グッドマン・

オーケストラに参加。 飛び入りの形で初顔合わせとなった時、 ベニー ・ グッドマンと 45分にも及ぶバトルを繰り広げたとい

うエピソードが残されている。 以来、 ベニー ・ グッドマン ・ オーケストラを中心に活躍し、 夜はニューヨークのジャズ ・ クラブ

で若手ミュージシャン達とジャム ・ セッションを繰り広げる生活を送っていた。 41年にニューヨークのジャズ ・ クラブ “ ミント

ンズ ・プレイハウス ”で繰り広げられたディジー ・ガレスピー、 セロニアス ・モンク、 ケニー ・クラーク等とのセッションはビ ・

バップ誕生という歴史的場面において重要な役割を果たし、 その時のセッションの音源はジェリー ・ ニューマンという若い録

音技師によりレコーディングされたアルバム 『ミントン ・ ハウスのチャーリー ・ クリスチャン』 に記録されている。 また、 60
年代に人気を誇ったウェス ・ モンゴメリーはチャーリー ・ クリスチャンから強い影響を受けたことを公言している。 1942年 3
月 2日、 数年前に感染した結核が悪化しニューヨークで死去。 享年 25歳。 1990年にロックの殿堂入りを果たしている。

ジャズの発展に貢献し、その歴史に名を刻んだ名プレイヤーたち。 その人生は、楽器が異なる如く千差万別。 このコーナーでは、

そんな個性的なジャズマンたちの功績を称え、 生き様を紹介することで、 より多くの人々にジャズの素晴らしさを伝えていきたい。
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Photo ： "Charlie Christian Live/Charlie Christian （Jazz Archives）
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CC's Great Album 活動期間が短かったため、 音源や作品は限られているが、 残された音源からチャー

リー ・クリスチャンの熱きギター魂、 時代を超えたジャズへの情熱を感じ取って欲しい。
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ミントン・ハウスのチャーリー・クリスチャン
チャーリー・クリスチャン

（Interplay ： ABCJ-547）
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チャーリー・クリスチャン

（SME レコード： SRCS-9612 【現在絶盤】）

�
�
名
演
�
聴
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

ザ・オリジナル・ギター・ヒーロー
チャーリー・クリスチャン

（ソニー ・ ミュージック ： SICP-5381）
チャーリー ・ クリスチャン （g）、
ベニー ・グッドマン ・オーケストラ

1. ローズ ・ルーム 2. セヴン ・ カム ・ イレヴン 
3. ティル ・ トム ・スペシャル 4. ゴーンウィズ ・
ホワット ・ウィンド （他、 全 16曲）

チャーリー ・ クリスチャン （g）、
ベニー ・グッドマン ・オーケストラ

1. セヴン ・ カム ・ イレヴン 2. ホーリー ・ キャ
ッツ 3. グッド ・ イナフ ・ トゥ ・キープ （1st 別テ
イク） （他、 全 17曲） 

チャーリー ・クリスチャン （g）、 ディジー ・
ガレスピー、ジョー・ガイ、ホット・リップス・
ペイジ、 ビクター ・ カウルソン （tp）、 他

1. スウィング ・ トゥ ・ バップ 2. サヴォイでスト
ンプ 3. アップ・オン・テディズ・ヒル 4. ダウン・
オン ・ テディズ ・ ヒル （他、 全 9曲）

T ・ボーン ・ウォーカー ES-175CC
 “モダン ・ジャズ ・ギターの開祖 ” と称されたチャーリーと “モ

ダン ・ ブルースの父 ” と称された T ・ ボーン ・ ウォーカーとは

同郷で、 1929年チャーリーが 10代前半の頃に出会ったとさ

れる。 一緒にプレイしていたこともあるようで、 少なからず親交

があったことは間違いない。共にジャズ・シーンとブルース・シー

ンで、 エレクトリック ・ ギターにより革命を起こした 2人。 20代

の若さで天に召されたチャーリーだが、 同じく 20代の若さでこ

の世を去った天才モダン ・ ジャズ ・ ベーシストのジミー ・ ブラ

ントンと共に 1940年代最もその死を惜しまれた存在だった。

ギター弾きの夢の 1つは、 自分の名前がギターのモデルと

して刻まれることだろう。 いわゆる “ シグネチャーモデル ” だ

が、 ギブソン社の王道モデル “ES-175” のボディにチャー

リーが愛用した初期 “ES-150” に使用されていたピックアップ

（＝チャーリー ・クリスチャン ・バー ・ピックアップ） を搭載し、

1978~80年という短い生産期間に出荷された “ES-175CC” 
というレアモデルが存在する。 “CC” はチャーリーのイニシャ

ルだが、 シックで味わい深いボディはまるで渋いヴィンテージ

カーのよう。 天国のチャーリーも微笑んでいるに違いない。

1939~1941年、 チャ
ーリーがベニー ・ グッドマン

楽団に在籍していた時代の演奏
を収めた作品。 スイング ・ ジャズが
ベースになっているが、 チャーリーのギ
ター ・ ソロには近い未来に誕生するビ ・
バップへの情熱を思わせる意気込みが感
じられ、 体から涌き出るアイデアと渾身
のアドリブが迫り来る。 このスイング ・
ジャズとビ ・ バップが交差する過程
を経て、 やがて “ ミントン ・ ハウ

ス ” でビ ・ バップ誕生という
瞬間を迎えるのだ。

チャーリーの名を一
躍広めたベニー・グッドマン・

セクステット在籍時の演奏をメイ
ンに収録。 「セヴン ・カム ・イレヴン」
「ソロ ・フライト」 「ロイヤル ・ガーデン ・
ブルース」 等、 他の作品と被るナンバー
もあるが、 「フライング ・ ホーム」 や 「 ゴ
ーン ・ ウィズ ・ ホワット ・ ウィンド」 の別
テイク ・ ヴァージョン、 「ブレックファー
スト ・ フュード」 に 2nd ヴァージョン
も等収録。 スインギー＆ブルー

ジーなチャーリーのギター
が炸裂する。

1941年に NY のミン
トンズ ・ プレイハウスで繰り

広げられたビ ・ バップ誕生前夜の
歴史的演奏をオリジナル 10 インチの
オリジナル ・ デザインで復刻。 「スイン
グ ・ トゥ ・ バップ」 におけるチャーリーの
ギターが放つ熱いエモーションを聴いて欲
しい。 リズム楽器であったジャズ ・ ギタ
ーを解放し、 モダンなメロディと自在な
アドリブでホーンライクなソロ楽器とし
て一変させる瞬間が刻まれてい

る。 ジャズ史における最重
要作品のひとつ。

この曲は 1940年に公開されたミュージカル ・ レビュー 『トゥー ・

フォー・ザ・ショウ』 の中で使用されたナンシー・ハミルトン作詞、

モーガン ・ ルイス作曲の楽曲。 同年ベニー ・ グッドマン楽団の

ヘレン ・ フォレストが歌いヒットを記録。 1951年にはギタリストの

レス ・ ポールと妻メリー ・ フォードのデュオによる録音でチャート

1位を記録した。 その後も数々のアーティストにカヴァーされ、 数

あるジャズ・スタンダードの中でも録音数が多い曲の 1つである。
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Jazz Standards （ジャズ名曲列伝）　 Vol.28
~ How High the Moon 【ハウ ・ハイ ・ザ ・ムーン】 ~

     サラ ・ヴォーン　『サラ ・ヴォーン ・アット ・ ミスター ・ケリーズ』

      ソニー ・ロリンズ 『コンテンポラリー ・ リーダーズ』

　　チェット ・ベイカー 『チェット』

　　エラ ・ フィッツジェラルド　『マック ・ザ ・ナイフーエラ ・ イン ・ベルリン』

　　海野雅威 『アズ ・ タイム ・ゴーズ ・バイ』

★ この名曲が聴けるお薦めのアルバム


